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議

会

費

○
市
議
会
議
員
費

▲
１
０
０
万
４
千
円

　

常
任
委
員
会
の
管
外
研
修

地
変
更
に
伴
う
旅
費
の
減
額

で
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

ト
イ
レ
改
修
工
事
で
あ
る
。

財
源
内
訳
は
県
補
助
金
が

４
３
５
万
円
と
一
般
財
源
が

９
１
５
万
８
千
円
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

市
が
整
備
す
る
必
要
性

は
何
か
。

答　

利
便
性
の
向
上
に
よ

り
、
指
宿
・
枕
崎
線
の
利
用

促
進
や
頴
娃
高
校
の
生
徒
確

保
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど
の

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る

が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
は
改

修
の
考
え
が
な
い
こ
と
か

ら
、
市
が
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

○�
固
定
資
産
土
地
評
価
統
合

整
備
事
業
費

５２
万
５
千
円

　

昨
年
度
実
施
し
た
標
準
宅

地
鑑
定
評
価
を
再
調
査
し
、

時
点
修
正
を
行
う
委
託
料
で

あ
る
。

総

務

費

○
Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
管
理
費

１
３
５
０
万
８
千
円

　

Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
ト
イ
レ

改
修
事
業
が
「
木
の
あ
ふ

れ
る
街
づ
く
り
事
業
」
に

民

生

費

○�

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
費５

４
７
万
７
千
円

　

地
域
の
市
民
活
動
と
し
て

高
齢
者
な
ど
へ
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
を
支

援
す
る
経
費
で
、
財
源
は
全

額
県
補
助
金
で
あ
る
。

○
古
殿
保
育
所
費

２
２
１
万
１
千
円

　

０
歳
児
が
見
込
み
よ
り
多

く
入
所
し
、
臨
時
保
育
士
１

人
の
雇
用
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
賃
金
な
ど
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

○
児
童
扶
養
手
当
関
係
費

３
８
０
万
９
千
円

　

母
子
父
子
家
庭
の
受
給
対

象
児
童
数
が
、
見
込
み
よ
り

増
え
た
こ
と
に
よ
る
扶
助
費

の
増
額
で
あ
る
。

衛

生

費

○
老
人
保
健
事
業
費

３
０
９
万
９
千
円

　

平
成
２２
年
度
老
人
保
健
事

業
の
医
療
給
付
費
事
業
実
績

に
よ
る
返
還
金
で
あ
る
。

子育て支援の充実を

改修される西頴娃駅トイレ

防霜ファン設置事業　費など補正
一
般
会
計
の
主
な
補
正

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費
、
Ｊ

Ｒ
西
頴
娃
駅
管
理
費
な
ど
で
、
１
億
１
８
３
２
万
４
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
２
０
７
億
４
６
０
８
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
南
九
州
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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農
林
水
産
業
費

○�

都
市
農
村
交
流
対
策
事
業

費

８０
万
円

　

水
田
の
有
効
活
用
及
び
都

市
住
民
と
の
交
流
を
支
援

し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
た
め
、
平
成
24
年
度
に
湿

田
な
ど
の
転
作
条
件
不
利
用

地
な
ど
を
活
用
し
て
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
行
う
た
め
の
準

備
経
費
で
あ
る
。

○�

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
費▲

２６
万
円

　

長
期
研
修
生
の
農
家
実
習

に
対
す
る
補
助
金
を
計
上
し

て
い
た
が
、
応
募
が
無
く
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

研
修
生
の
減
少
に
よ

り
、
施
設
が
有
効
活
用
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
今

後
、
研
修
生
の
受
入
体
制
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

都
会
か
ら
の
新
規
就
農

者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市

内
農
家
の
後
継
者
を
重
点
的

に
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ

た
い
。

○�

熊
ヶ
谷
放
牧
場
施
設
改
修

事
業
費

１
２
６
０
万
円

　

施
設
の
台
風
災
害
及
び
老

朽
化
に
よ
る
牛
舎
な
ど
の
改

修
に
係
る
工
事
請
負
費
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

委
員
か
ら　

屋
根
の
改
修
に

つ
い
て
は
部
分
改
修
と
な
っ

て
い
る
が
、
築
後
４５
年
経
過

し
て
い
る
建
物
も
あ
り
、
全

面
改
修
も
含
め
、
関
係
部
署

と
調
整
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

○�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

援
対
策
事
業
費１

２
０
万
円

　

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り

組
む
農
業
者
に
対
し
１０
ア
ー

ル
当
た
り
、
国
４
千
円
、
県

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
千
円
の

計
８
千
円
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

事
業
対
象
農
家
は
。

答　

県
が
認
定
し
て
い
る
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
で
、
作
物
別

で
は
、
お
茶
１０
戸
、
ご
ま
６

戸
、
野
菜
２
戸
の
有
機
農
業

を
実
施
し
て
い
る
18
戸
の
農

家
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

○
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事
業
費

１
４
０
５
万
３
千
円

　

当
初
計
画
を
上
回
る
申
請

が
あ
っ
た
た
め
、
不
足
す
る

補
助
金
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。～

審
査
の
中
で
～

問　

農
家
戸
数
及
び
対
象
地

域
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

頴
娃
地
域
５６
戸
の
１６
・

９６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
知
覧
地
域

６
戸
の
１
・
４３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

川
辺
地
域
４
戸
の
１
・
４６
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
で
６６
戸

の
１９
・
８５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

土

木

費

○
市
道
単
独
整
備
事
業
費

３６
万
４
千
円

　

積
算
作
業
に
必
要
な
土

工
・
土
積
計
算
シ
ス
テ
ム
機

器
が
不
具
合
と
な
っ
た
た
め

の
備
品
購
入
費
で
あ
る
。

消

防

費

○
消
防
総
務
費（
一
般
経
費
）

９
２
７
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
る
消
防
団
員
へ
の
公
務

災
害
補
償
の
た
め
、
責
任
共

済
掛
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
差
額
分
の
経
費

が
主
で
あ
る
。

みごっか!　田んぼアート（青森県田舎館村）

台風被害にあった熊ヶ谷放牧場

防霜ファン設置事業　費など補正
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教

育

費

○�

学
校
共
済
住
宅
費
（
一
般

経
費
）

２
５
３
万
９
千
円

　

教
職
員
住
宅
の
浄
化
槽
破

損
に
伴
う
改
修
工
事
が
主
な

も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

委
員
か
ら　

長
期
間
入
居
さ

れ
な
い
教
職
員
住
宅
の
活
用

の
た
め
、
市
外
か
ら
通
勤
す

る
教
職
員
に
入
居
を
働
き
か

け
る
こ
と
と
、
市
民
の
入
居

が
可
能
か
、
規
則
改
正
の
検

討
を
含
め
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
す
る
。

○�

給
食
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

準
備
経
費

▲
１
２
９
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
給
食
配
送
車
４
台

を
、
新
車
リ
ー
ス
か
ら
中
古

車
リ
ー
ス
へ
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
賃
借
料
の
減
額
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

車
体
規
格
の
異
な
る
中

古
車
リ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
配
送
に
不
具
合
は
生

じ
て
い
な
い
か
。

答　

コ
ン
テ
ナ
室
の
庇
ひ
さ
し
に
接

触
す
る
可
能
性
が
あ
る
学
校

に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
中
に

改
修
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
か
ら　

配
送
距
離
が
伸

び
、
配
送
も
長
時
間
と
な
る

こ
と
か
ら
、
業
務
委
託
者
、

リ
ー
ス
業
者
と
情
報
交
換
を

密
に
行
い
、
事
故
な
ど
が
発

生
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

○
川
辺
文
化
会
館
管
理
費

１
３
０
万
１
千
円

　

保
守
点
検
報
告
書
に
よ
り

冷
却
温
水
ポ
ン
プ
分
解
整
備

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

の
修
繕
料
で
あ
る
。

託
料
で
あ
る
。

特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業

５
６
９
２
万
９
千
円

　

平
成
２２
年
度
国
庫
支
出
金

の
精
算
に
よ
る
返
還
金
が
主

で
あ
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

７９
万
円

　

平
成
２２
年
度
決
算
剰
余
金

○
小
学
校
施
設
管
理
費

４
５
０
万
５
千
円

　

中
福
良
小
３
・
４
年
生
が

複
式
学
級
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
黒
板
な
ど
の
改
修
及
び

松
山
小
の
法
面
が
大
雨
に
よ

り
一
部
崩
落
し
た
こ
と
に
伴

う
工
事
請
負
費
で
あ
る
。

○
中
学
校
施
設
管
理
費

７
８
４
万
５
千
円

　

川
辺
中
学
校
弓
道
場
の
雨

漏
り
防
止
の
た
め
の
屋
根
改

修
工
事
費
と
非
常
放
送
設
備

機
器
の
故
障
に
伴
う
備
品
購

入
費
で
あ
る
。

○�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
管
理

費

１
５
２
万
４
千
円

　

空
調
機
器
及
び
映
像
シ
ス

テ
ム
の
一
部
が
故
障
し
た
た

め
に
修
理
を
行
う
経
費
が
主

で
あ
る
。

○
地
区
公
民
館
管
理
運
営
費

３
７
万
９
千
円

　

勝
目
校
区
公
民
館
敷
地
内

の
セ
ン
ダ
ン
な
ど
が
、
道
路

の
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
た

め
、
そ
の
剪
定
に
要
す
る
委

の
一
般
会
計
へ
の
返
還
金
が

主
で
あ
る
。

○
介
護
保
険
事
業

１
億
１
７
７
０
万
４
千
円

　

過
年
度
精
算
に
伴
う
国
・

県
・
支
払
基
金
へ
の
返
還
金

が
主
で
あ
る
。

そ
の
他
の
議
決

専
決
処
分
の
承
認

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
介
護
保
険
被
保
険
者

に
係
る
保
険
料
減
免
の
た

め
、
南
九
州
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
専
決
処
分

し
た
も
の
。

「
専
決
処
分
」
と
は

　

議
会
で
議
決
す
べ
き
事
件

を
市
長
が
処
分
す
る
も
の

で
、
市
長
が
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き

な
ど
限
定
的
に
適
用
さ
れ

る
。

　

専
決
処
分
し
た
場
合
は
、

次
の
会
議
に
お
い
て
報
告

し
、
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

雨漏りがする川辺中弓道場

東日本大震災の影響で新車から中古車へ



5 南九州議会だより　第16号　条例制定・陳情

条
例
の
制
定

◎地域医療と国立病院の充実強化に関する陳情書

提出者：全日本国立医療労働組合
　　　　南九州市頴娃町牧之内３７４５－６
　　　　有　馬　さおり

　医師・看護師不足や公的病院の縮小・閉鎖によっ
て、救急患者の受け入れ先がないなど、地域医療が
崩壊しかねない事態が全国で生じている。
　公務員削減一辺倒の施策や総人件費・運営費交付
金の削減ありきの施策を見直し、病院運営を支える
人員を確保することが必要である。いつでも・どこ
でも・だれでも安心して医療を受けられる体制の確
立は、国民の切実な要求であることから、地域医療
の充実と国立病院の存続・拡充の実現を要望する。

意 見 書 の 提 出

提出者：南九州市議会
◦�国立指宿病院については廃止・縮小・民営化を行
わないこと。
◦�地域の実情と地域住民の要望に応じて、国立病院
の機能強化を図ること。なお、指宿病院において
は、産科・小児科・循環器科・神経内科医療を機
能強化することなど。

提出先：内閣総理大臣ほか関係大臣

施設使用料などの統一
　市内の校区・地区公民館20館と校区公民館として
使用されている次の４施設の使用料及び管理規定が
統一されます。

◦川辺農村環境改善センター【勝目校区】
・総合地域施設（永里農業研修館）【中福良校区】
・知覧農業者トレーニングセンター【松山校区】
・手蓑研修館【手蓑校区】

　この条例は、平成24年４月１日から施行されます。

●入学金� ２，０００円➡ ５，０００円
●授業料� 月額６，０００円➡１０，０００円
●入学検定料� １，０００円➡ ２，０００円
　この条例は、平成２４年４月１日から施
行されます。

入学金・授業料などの改正

▼
路
線
名

　
　

瀬
世
向
建
石
線（
認
定
）

（
延
長
２
２
１
・
５
ｍ
）

　

知
覧
町
瀬
世
字
上
り
屋
敷

～
字
建
石

▼
路
線
名

　
　

赤
坂
線
（
変
更
）

（
１
４
４
ｍ
延
長
増
）

　

頴
娃
町
牧
之
内
字
馬
引
田

～
御
領
字
田
神
前

▼
路
線
名

　
　

馬
場
君
屋
敷
線（
認
定
）

（
延
長
１
８
３
ｍ
）

　

川
辺
町
中
山
田
字
城
内
～

中
山
田
字
君
屋
敷

市
道
路
線
の
認
定
・
変
更

頴娃准看護学校条例

南九州市公民館条例ほか４条例

陳 情 採 択

西
　
良
仁 

議
員

　
辞
　
職

　

９
月
３０
日
を
も
っ
て
の
議

員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
議

会
に
お
い
て
許
可
さ
れ
ま
し

た
。
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医療費が 年々増加傾向

　

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
は
２
２
６
億
８
６

９
０
万
円
、
歳
出
総
額
は
２

１
９
億
４
５
２
万
円
で
、
不

納
欠
損
額
１
７
７
２
万
円
、

収
入
未
済
額
９
億
８
１
５
３

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
未
済
額
の
主
な
も
の

は
、
国
・
県
補
助
金
の
繰
越

明
許
に
係
る
も
の
が
８
億
２

６
６
万
円
、
市
税
、
保
育
所

負
担
金
、
住
宅
使
用
料
及
び

督
促
手
数
料
な
ど
に
係
る
滞

納
額
が
１
億
７
８
８
６
万
円

で
あ
り
、
税
な
ど
負
担
の
公

平
性
か
ら
厳
正
な
対
応
を
と

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
決
算
と
比
較
し
好
転

し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と

に
は
変
わ
り
は
な
い
こ
と
か

ら
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

健
全
で
弾
力
性
の
あ
る
運
営

に
努
め
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
と

７
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
が
９
月
定
例

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
決

算
特
別
委
員
会
と
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

歳
入
歳
出
決
算
説
明
書
や
監

査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

な
ど
を
参
考
に
執
行
部
の
出

席
を
求
め
審
査
し
、
い
ず
れ

の
決
算
も
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計

219億452万円

更
な
る
財
政
の
健
全
化
と

効
率
的
な
事
務
事
業
の
遂
行
を

市債（借金）と基金（貯金）の推移

区分
平　成　22　年　度 平　成　21　年　度 平　成　20　年　度

総　　　額 一人当たり
（人口 39,738人） 総　　　額 一人当たり

（人口 40,391人） 総　　　額 一人当たり
（人口 40,861人）

市 債 220億4,428万円 55万円 215億7,412万円 53万円 221億8,695万円 54万円
基 金 80億5,705万円 20万円 66億9,419万円 16万円 64億1,748万円 15万円

一般会計決算の概要
区　　　分 22　年　度 21　年　度 差　　　額

歳

入

市 税 33 億 8,105 万円 33 億 5,976 万円 2,129 万円
地方交付税 94 億 1,797 万円 88 億 1,017 万円 6 億　780 万円
国県支出金 42 億 6,598 万円 51 億 8,789 万円 ▲ 9 億 2,191 万円
市の借入金 28 億 1,311 万円 20 億 1,314 万円 7 億 9,997 万円
そ の 他 28 億　879 万円 33 億 4,529 万円 ▲ 5 億 3,650 万円
合 計 226 億 8,690 万円 227 億 1,625 万円 ▲ 2,935 万円

歳

出

総 務 費 23 億 3,397 万円 30 億 6,074 万円 ▲ 7 億 2,677 万円
民 生 費 58 億 5,765 万円 56 億 3,712 万円 2 億 2,053 万円
衛 生 費 15 億 9,037 万円 15 億 5,250 万円 3,787 万円
農林水産業費 18 億 1,336 万円 19 億 4,202 万円 ▲ 1 億 2,866 万円
土 木 費 20 億 1,455 万円 23 億 9,627 万円 ▲ 3 億 8,172 万円
教 育 費 30 億 2,070 万円 24 億　816 万円 6 億 1,254 万円
公 債 費 26 億 7,272 万円 29 億 8,453 万円 ▲ 3 億 1,181 万円
そ の 他 26 億　120 万円 19 億 4,272 万円 6 億 5,848 万円
合 計 219 億　452 万円 219 億 2,406 万円 ▲ 1,954 万円
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22年度
決算認定 医療費が 年々増加傾向

国
民
健
康
保
険
事
業

　

保
険
税
収
納
率
の
動
行
に

つ
い
て
、現
年
課
税
分
は
０
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
、
滞
納
繰
越

分
は
１
・
５８
ポ
イ
ン
ト
増
で
、

収
納
金
額
は
約
６
０
０
万
円

増
の
３
７
４
８
万
７
千
円
で

あ
る
が
、
前
年
度
に
比
べ
収

入
未
済
額
が
増
加
し
て
お
り

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

医
療
費
抑
制
に
向
け
た
指
導

強
化
と
徴
収
体
制
の
強
化
に

よ
る
収
納
率
向
上
に
努
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

介
護
保
険
事
業

問　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
内
容
と
活
動
成

果
は
。

答　

講
座
は
年
７
回
開
催
さ

れ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋

力
体
操
及
び
楽
し
い
場
の
雰

囲
気
づ
く
り
の
研
修
な
ど
を

実
施
し
、
57
人
の
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
が
育
成
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
新
た
に
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
ら
れ
た
方
が
中

水

道

事

業

問　

有
収
率
が
前
年
度
と
比

較
す
る
と
１
・
22
ポ
イ
ン
ト

減
の
90
％
と
な
っ
て
い
る
主

な
要
因
は
。

答　

水
道
管
の
老
朽
化
が
進

み
、
漏
水
が
前
年
度
よ
り
多

く
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も

心
に
な
り
、
介
護
予
防
自
主

グ
ル
ー
プ
結
成
に
取
り
組

み
、
14
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し

て
い
る
。

簡
易
水
道
事
業

　

頴
娃
地
域
中
央
簡
水
配
水

管
布
設
工
事
や
川
辺
簡
水
下

山
田
地
内
配
水
管
布
設
工
事

な
ど
実
施
し
て
い
る
。

問　

石
綿
管
更
新
の
進
捗
状

況
は
。

答　

川
辺
地
域
は
、
川
辺
簡

水
下
山
田
地
内
を
５
８
０
メ

ー
ト
ル
更
新
し
、
22
年
度
末

で
９
６
０
メ
ー
ト
ル
残
っ
て

お
り
、
市
道
馬
場
大
倉
野
線

の
改
良
工
事
の
進
捗
に
も
よ

る
が
、
24
年
度
末
ま
で
に
終

了
し
た
い
。

　

ま
た
、
頴
娃
地
域
は
、
中

央
簡
水
、
青
戸
簡
水
の
計
２

６
４
５
メ
ー
ト
ル
が
残
っ
て

い
る
。
中
央
簡
水
は
23
年
度

か
ら
実
施
し
、
24
年
度
末
に

終
了
予
定
で
、
青
戸
簡
水
は

県
道
石
垣
喜
入
線
の
改
良
工

事
に
あ
わ
せ
て
更
新
す
る
予

定
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら　

簡
易
水
道
事

業
に
お
い
て
も
、
有
収
率
が

漏
水
に
よ
り
減
少
し
て
い

る
。
漏
水
箇
所
が
判
明
し
た

ら
、
早
急
に
対
応
し
、
健
全

経
営
上
、
有
収
率
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

特別会計 企業会計

112億4735万円 3億8740万円
～
審
査
の
中
で
～

特別会計・企業会計決算額
区　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

国民健康保険事業 62 億 6,905 万円 60 億 5,469 万円 2 億 1,436 万円
老 人 保 健 事 業 802 万円 461 万円 341 万円
後期高齢者医療 4 億 9,100 万円 4 億 9,021 万円 79 万円
介 護 保 険 事 業 41 億 5,326 万円 40 億 3,557 万円 1 億 1,769 万円
簡 易 水 道 事 業 3 億 9,871 万円 3 億 7,769 万円 2,102 万円
農業集落排水事業 7,366 万円 7,239 万円 127 万円
公共下水道事業 2 億 1,763 万円 2 億 1,219 万円 544 万円
合 計 116 億 1,133 万円 112 億 4,735 万円 3 億 6,398 万円
水　 道　 事　 業
収 益 的 3 億 3,457 万円 2 億 7,463 万円 　　
資 本 的 601 万円 1 億 1,277 万円 　　
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深町　幸子  議員

南九州議会だより　第16号　一般質問

大薗　秀己  議員

大
薗　

市
長
選
挙
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
示
す
考
え
は
あ

る
か
。次
の
事
項
に
答
弁
を
。

①
新
庁
舎
建
設
計
画
が
あ
る

の
か
。

②
合
併
推
進
債
の
充
当
と
今

後
の
活
用
の
考
え
は
。

③
農
業
振
興
は
、
最
も
大
事

だ
と
思
う
が
、
農
畜
産
物
の

南
九
州
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
の

取
り
組
み
は
。

深
町　

平
成
２３
年
第
１
回
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
の
安
心
安
全
対
策
の
た

め
、
通
学
路
の
暗
い
箇
所
に

防
犯
灯
の
整
備
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
質
問
し
た
が
そ

の
後
の
対
応
を
問
う
。

④
集
落
営
農
の
組
織
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

支
援
策
を
示
せ
。

⑤
観
光
客
の
増
加
に
向
け
た

施
策
は
。

⑥
友
好
姉
妹
都
市
と
の
物
産

交
流
を
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
は
。

市
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
作

成
中
で
あ
る
。

①
新
庁
舎
計
画
は
な
い
が
、

現
庁
舎
の
耐
震
補
強
が
必
要

で
あ
る
。

②
３
年
間
で
総
額
５
４
０
０

万
円
の
借
り
入
れ
を
し
て
い

る
。
今
後
は
、
財
政
状
況
や

公
債
残
高
に
留
意
し
な
が
ら

判
断
す
る
。

③
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
販

売
体
制
を
図
り
Ｐ
Ｒ
活
動
に

よ
り
銘
柄
確
立
を
目
指
す
。

④
認
定
農
業
者
、
新
規
就
農

者
、
集
落
営
農
組
織
な
ど
を

育
成
し
、
耕
作
放
棄
地
対

策
・
担
い
手
対
策
・
農
地
流

動
化
対
策
を
一
体
的
に
検
討

す
る
。

⑤
新
幹
線
開
業
で
増
加
傾
向

に
あ
る
。
新
た
な
観
光
資
源

も
い
く
つ
か
あ
り
期
待
し
て

い
る
。

⑥
今
後
も
民
間
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
友
好
を
深
め
て
行

く
。

安
全
対
策
は

そ
の
後
ど
う
な
っ
た

教
育
長
／
可
能
な
整
備
を
す
る

通 学 路

一般質問

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
示
せ

市
長
／
前
向
き
に
課
題
解
決
に
取
り

　
　
　

組
む

市長選挙

次の議会は11月21日開会予定
手続き簡単！！ 本館2階で
住所・氏名などを書くだけ

枝豆収穫を無料開放している集落営農組織
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松久保　正毅  議員

松
久
保　

近
年
南
九
州
市
で

は
、
少
子
化
に
よ
る
自
然
減

と
、
転
入
者
の
減
少
・
転
出

者
の
増
加
に
よ
り
人
口
減
少

が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

市
内
の
中
山
間
地
域
か
ら
市

内
中
心
部
へ
、
あ
る
い
は
市

外
へ
の
人
の
流
れ
に
よ
る
過

疎
化
も
進
行
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難

に
な
る
な
ど
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。人
口
減
少
は
、

地
域
活
性
化
を
阻
害
す
る
大

き
な
要
因
で
あ
る
。

　

定
住
促
進
に
向
け
た
総
合

的
、
か
つ
戦
略
的
な
施
策
の

展
開
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

市
長　

南
九
州
市
の
人
口

は
、
過
去
５
年
間
で
３
１
０

０
人
減
少
し
て
い
る
。

　

移
住
定
住
促
進
の
た
め
に

６
つ
の
施
策
を
掲
げ
て
い

る
。

①
企
業
誘
致
促
進
の
補
助
金

制
度
・
農
業
の
後
継
者
奨
励

金
制
度
に
よ
る
就
農
支
援
。

②
住
宅
団
地
の
分
譲
や
住
宅

取
得
補
助
及
び
公
営
住
宅
の

整
備
に
よ
る
快
適
な
住
環
境

の
提
供
。

③
特
別
保
育
や
乳
幼
児
医
療

費
助
成
年
齢
の
引
き
上
げ
。

④
校
舎
の
耐
震
補
強
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
事
業
・
集
会

施
設
整
備
費
助
成
。

⑥
市
民
の
健
康
増
進
に
努

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
よ
る
日
常
生
活
の
援

助
を
行
う
。

　

定
住
促
進
を
図
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
れ
ら
の
施
策
を
連
携
さ

せ
、
一
体
的
に
実
施
し
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
多
種
多
様

な
施
策
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
。

市
長　

ま
ず
集
落
内
の
危
険

箇
所
を
優
先
的
に
、
そ
し
て

緊
急
性
が
高
く
特
に
要
望
が

強
い
と
こ
ろ
か
ら
、
年
次
的

に
可
能
な
整
備
を
行
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

３
月
議
会
で
は

「
早
急
に
児
童
生
徒
に
聞
き

取
り
を
す
る
」
な
ど
、
的
確

な
実
態
把
握
を
行
い
、
日
没

後
の
下
校
時
の
安
全
確
保
に

関
す
る
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
防
犯
灯
設
置
に
関
す

る
手
続
な
ど
に
つ
い
て
各
学

校
へ
の
指
導
を
す
る
と
答
弁

し
た
。
そ
の
後
、
中
学
校
を

中
心
に
実
態
調
査
を
行
い
、

集
落
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
自
治

会
長
に
要
望
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
各
中
学
校
に
指
導
を

し
た
。
緊
急
性
が
高
く
要
望

が
強
い
と
こ
ろ
か
ら
、
関
係

課
と
協
議
し
実
施
可
能
な
整

備
を
お
願
い
す
る
。

地
域
活
性
化
対
策

定住促進に向けた
総合的な施策は
市長／多種多様な施策を展開する

住宅取得補助を受けて夢のマイホーム

下校中の川辺中生徒
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山下　つきみ  議員

山
下　

九
州
新
幹
線
が
全
線

開
業
し
、
本
市
へ
の
観
光
客

増
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

個
人
客
に
つ
い
て
は
、
中
央

駅
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が

悪
く
、
移
動
手
段
の
利
便
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
バ
ス
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
本
市
め
ぐ
り
の
観
光

ル
ー
ト
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

観
光
形
態
の
多
様
化

田畑　浩一郎  議員

田
畑　

学
校
内
の
側
溝
に
蓋

版
の
無
い
箇
所
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
児
童
生
徒
の
安
全

や
学
校
が
災
害
時
の
避
難
場

所
と
な
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
蓋
版
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
に
は
、
多

く
の
側
溝
が
あ
り
相
当
な
経

費
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
危
険

度
を
考
慮
し
、
学
校
か
ら
の

要
望
を
も
と
に
設
置
し
た

い
。

市
長　

避
難
場
所
と
し
て

は
、
学
校
管
理
者
、
関
係
者

な
ど
の
意
見
を
考
慮
し
て
設

置
し
た
い
。

に
よ
り
、
個
人
客
が
増
加
す

る
傾
向
が
あ
る
が
、
本
市
へ

の
移
動
は
、
交
通
費
や
時
間

の
関
係
で
円
滑
な
旅
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
観
光
め
ぐ
り
コ
ー
ス

の
設
定
は
、
現
在
運
行
し
て

い
る
民
間
の
実
績
に
照
ら
し

て
も
、
費
用
や
需
要
確
保
の

点
で
困
難
か
と
思
う
が
、
実

施
時
期
や
催
行
回
数
、
魅
力

あ
る
コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
、

あ
る
程
度
の
条
件
を
ク
リ
ア

で
き
れ
ば
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
の
実
施
は
可
能

と
思
う
。

　

今
後
、
課
題
を
分
析
し
、

バ
ス
事
業
者
と
も
協
議
し
な

防
犯
ブ
ザ
ー
の
点
検
は

教
育
長
／
定
期
的
な
点
検
・

　
　
　
　

指
導
に
努
め
る

田
畑　

防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
行

率
を
示
せ
。
ま
た
壊
れ
た
ブ

ザ
ー
を
携
行
し
て
い
る
児
童

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
点
検

が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
事
業

と
し
て
の
検
討
を
し
た
い
。

釜
蓋
神
社
・
番
所
鼻
公

園
な
ど
の
整
備
は

市
長
／
地
元
と
連
携
し
応

　
　
　

分
の
対
応
を
実
施

山
下　

近
年
、
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て

ど
う
整
備
す
る
か
。

市
長　

駐
車
場
や
ト
イ
レ
、

物
販
体
制
、
交
通
ア
ク
セ
ス

な
ど
、
環
境
整
備
の
必
要
が

あ
る
。
地
元
と
連
携
し
、
施

設
管
理
や
維
持
管
理
、
情
報

発
信
の
観
点
か
ら
、
応
分
の

対
応
を
実
施
し
た
い
。

や
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

市
全
体
の
携
行
率

は
６５
％
、
ま
た
点
検
に
つ
い

て
は
学
校
間
の
差
異
が
あ
る

が
、
月
ご
と
や
学
期
ご
と
に

行
っ
て
い
る
。
安
全
確
保
の

た
め
定
期
的
な
点
検
指
導
に

努
め
る
。

田
畑　

購
入
方
法
が
違
う
た

め
に
携
行
率
が
低
い
と
思
う

が
、
市
で
配
布
す
る
考
え
は

な
い
か
。

教
育
長　

今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
は
検
討

し
た
い
。

側
溝
に
蓋
版
設
置
を

教
育
長
／
各
学
校
か
ら
の
要
望
を

　
　
　
　

も
と
に
設
置

学校安全対策

観
光
行
政

本市めぐりの観光ルートを
設定する考えは
市長／バス事業者とも協議検
　　　討したい

望まれる個人観光客への交通アクセス整備

整備が待たれる側溝
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森田　隆志  議員

森
田　

国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
は
、
危
機
的
状
況
で

あ
る
。
平
成
２３
年
度
は
、
一

般
会
計
か
ら
、
１
億
３
千
２

百
万
円
の
基
準
外
繰
入
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
事
業
が
立

ち
行
か
な
く
な

る
と
考
え
る
。

　

条
例
改
正
を

行
い
、
税
の
値

上
げ
を
市
民
に

お
願
い
す
る

か
、
今
回
の
よ

う
に
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ

を
続
け
る
か
、

関
係
各
課
と
議

論
を
重
ね
て
事

菊永　忠行  議員

菊
永　

二
松
台
公
園
は
、
ナ

イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

な
ど
、
地
域
住
民
に
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。
公
園
内
の

旧
プ
ー
ル
は
雨
水
が
溜
ま

り
、
雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る

が
、安
全
面
や
衛
生
面
か
ら
、

旧
プ
ー
ル
撤
去
を
含
め
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

旧
二
松
中
学
校

プ
ー
ル
は
、
昭
和
４８
年
７
月

に
建
設
さ
れ
、
昭
和
５６
年
３

業
の
現
状
や
対
策
に
つ
い

て
、
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
事
業
の
方
向

性
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が

必
要
で
あ
る
。

　

国
保
会
計
は
、
加
入
者
負

担
に
よ
り
事
業
を
運
営
す
る

と
い
う
主
旨
に
お
い
て
、
抜

本
的
な
解
決
に
は
、
市
長
の

難
し
い
決
断
が
迫
ら
れ
る

が
、
税
率
改
正
の
時
期
を
含

め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
か
。

月
の
学
校
閉
校
と
と
も
に
閉

鎖
さ
れ
た
も
の
で
、
約
３０
年

近
く
、
手
つ
か
ず
の
状
態

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
排
水
対
策
を
講
じ
、
埋

め
戻
し
を
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
と
協
議
し
て
進

め
て
い
く
。

南
部
出
張
所
の
存
続
は

市
長
／
合
併
協
議
会
の

　
　
　

決
定
を
尊
重

菊
永　

市
長
は
、
平
成
２０
年

６
月
議
会
で
、
南
部
出
張
所

は
５
年
以
内
に
廃
止
す
る
と

い
う
合
併
協
議
会
の
決
定
を

尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
協
議
さ

れ
て
い
る
か
。

市
長　

南
部
出
張
所
に
つ
い

て
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
５
年
以
内
に
廃
止
す
る

と
決
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

利
用
実
績
も
年
々
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
合
併
協
議
会

の
決
定
を
尊
重
し
、
予
定
ど

お
り
廃
止
す
る
方
針
に
変
わ

り
は
な
い
。

市
長　

国
保
事
業
の
必
要
な

経
費
は
、
事
業
の
中
で
賄
っ

て
い
く
の
が
正
当
だ
と
考
え

る
。

　

今
後
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

で
市
民
に
お
願
い
し
、
国
保

税
収
の
状
況
に
注
視
し
な
が

ら
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
努
力
し

て
、
税
率
改
正
に
は
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
治
会
運
営

・
火
葬
業
務

税
率
改
正
を
含
め

今
後
の
対
策
は

市
長
／
慎
重
に
議
論
を
重
ね
る

国保事業

二
松
台
公
園

整備の考えは

教育長／関係課と協議し
　　　　て進める

雑木が繁茂している旧プール

国保財政調整基金残高

保険給付費と国保税の推移
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竹迫　毅  議員

竹
迫　

河
川
の
浄
化
や
地
域

環
境
改
善
の
た
め
適
正
な
家

庭
雑
排
水
の
処
理
が
求
め
ら

れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

推
進
す
る
考
え
か
。

市
長　

河
川
な
ど
の
水
質
保

全
を
図
る
た
め
に
は
生
活
雑

排
水
対
策
が
重
要
と
考
え

る
。
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
へ
転
換
す
る
助
成
拡

大
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努

塗木　弘幸  議員

塗
木　

新
聞
記
事
に
よ
る
と

県
内
の
１２
自
治
体
で
は
公
立

小
・
中
学
校
を
再
編
す
る
計

画
で
１
０
８
校
が
閉
校
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
少
子
化
や
過
疎
化

に
よ
り
児
童
生
徒
が
急
激
に

減
少
し
て
い
る
。「
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
た
が
、
小
・
中
学
校

再
編
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い

な
い
の
か
。

教
育
長　

学
校
は
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
・
伝
統
と
と
も

に
地
域
の
中
心
で
あ
り
知
的

財
産
で
も
あ
る
の
で
、
小
規

模
校
も
可
能
な
限
り
存
続
を

図
り
た
い
と
考
え
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
決
し
て
具
体
的

め
た
い
。

竹
迫　

人
口
減
な
ど
に
よ
り
、

合
併
浄
化
槽
設
置
な
ど
の
個

別
処
理
で
対
応
す
べ
き
と
思

う
が
、
設
置
に
は
個
人
型
と

市
町
村
型
が
あ
る
。
国
・
県

の
補
助
制
度
な
ど
か
ら
、
市

町
村
型
が
有
利
と
思
う
。
合

併
浄
化
槽
の
設
置
は
市
内
の

建
設
業
、
水
道
工
事
業
者
で

も
で
き
る
。
ま
た
、
宅
内
改

造
な
ど
が
必
要
で
、
大
工
さ

ん
、
左
官
屋
さ
ん
な
ど
の
仕

事
も
増
え
、
地
産
地
消
で
市

内
の
活
性
化
に
も
な
る
。　

に
明
確
な
統
合
・
再
編
を
前

提
と
し
て
考
え
て
い
な
い

が
、
い
ず
れ
そ
の
時
期
が
く

る
と
考
え
、今
年
度
か
ら「
学

校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。

塗
木　

小
規
模
校
の
改
修
工

事
に
多
額
の
予
算
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
検
討
委

員
会
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て

か
ら
実
施
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長　

学
校
の
改
修
に
つ

今
後
、
市
町
村
設
置
型
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

検
討
・
協
議
し
な
が

ら
、
県
な
ど
に
も
問
い
合
わ

せ
を
行
い
、
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
て
新
た
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
図
書
館
及
び
学
校
図
書
室

◦�

校
区
・
地
区
公
民
館
の
使

用
料
の
納
入
方
法
の
改
善

い
て
は
耐
震
度
調
査
で
問
題

に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
行
っ

て
い
る
。
市
内
各
小
・
中
学

校
は
社
会
教
育
施
設
、
体
育

施
設
で
も
あ
り
統
廃
合
に
関

係
な
く
進
め
て
い
く
。
検
討

委
員
会
の
方
向
性
が
示
さ
れ

る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時

間
が
必
要
で
耐
震
と
整
備

は
、
従
来
の
方
向
で
進
め
て

い
く
。

塗
木　

市
長
の
見
解
は
。

市
長　

学
校
は
地
域
の
拠
点

で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

の
場
で
も
あ
る
の
で
存
続
の

要
望
が
多
い
。
ま
た
、
地
震

な
ど
の
災
害
時
は
避
難
所
に

も
な
る
の
で
、
今
後
の
検
討

委
員
会
で
意
見
を
聞
く
。

小
中
学
校
の

　
　
再
編
計
画
は

教
育
長
／「
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

　
　
　
　

員
会
」
で
検
討

学校再編

家
庭
雑
排
水

市町村設置型による
処理の検討は
市長／新たな情報を収集して
　　　対応したい

地元業者による浄化槽設置工事
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蔵元　慎一  議員

蔵
元　

近
年
、
特
に
地
方
に

お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
及

び
長
引
く
経
済
状
況
の
低
迷

が
、
医
療
費
の
高
騰
と
税
収

の
減
少
を
招
き
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
は
急
速
に

悪
化
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
合
併
後

３
年
間
で
国
保
税
収
は
１
億

１
３
０
０
万
円
の
減
収
と
な

り
、
医
療
費
は
６
１
２
７
万

円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
国

保
財
政
は
危
機
的
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
健
全

な
事
業
運
営
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く

考
え
か
。

市
長　

国
民
健
康
保
険
財
政

の
ひ
っ
迫
し
た
状
況
は
、
全

東　兼喜  議員

東　

幹
線
市
道
の
歩
道
整
備

状
況
と
未
整
備
の
実
態
や
今

後
の
整
備
計
画
を
示
せ
。

市
長　

現
在
の
市
道
歩
道
設

置
延
長
は
、
１
級
・
２
級
が

２
万
９
８
０
４
メ
ー
ト
ル
、

そ
の
他
が
、
１
万
３
４
７
３

メ
ー
ト
ル
で
、
歩
行
安
全
な

交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
整
備
で
、
今
後
も
計
画

的
に
進
め
た
い
。

国
の
市
町
村
が
抱
え
る
問
題

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
保
制

度
自
体
の
改
革
が
必
要
で
あ

り
九
州
市
長
会
を
通
じ
国
へ

の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

東　

一
級
市
道
永
里
浮
辺
線

の
中
福
良
、
上
之
町
間
の
歩

道
整
備
が
急
務
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

市
長　

こ
の
区
間
の
未
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
中

の
和
田
枦
場
間
の
歩
道
整
備

や
、
和
田
橋
前
後
の
改
良
工

事
の
進
捗
を
見
な
が
ら
今
後

検
討
す
る
。

東　

総
合
計
画
の
実
施
計
画

に
登
載
さ
れ
て
い
る
歩
道
整

備
に
つ
い
て
、
早
急
に
事
業

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

建
設
部
長　

実
施
計
画
ど
お

り
整
備
し
て
い
き
た
い
が
、

　

今
後
は
、
厳
し
く
な
る
事

業
運
営
に
向
け
、
２４
年
度
以

降
、
税
率
改
正
を
行
う
か
ど

う
か
を
慎
重
に
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
増
加
し
続
け
る
医

療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
特

定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
な

ど
の
受
診
を
推
奨
し
な
が

ら
、
長
期
的
に
市
民
の
皆
様

が
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
取

り
組
む
施
策
を
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

予
算
の
範
囲
内
で
の
整
備
と

な
り
、
計
画
に
登
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

計
画
ど
お
り
実
施
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
計
画
に
つ
い

て
は
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

東　

歩
道
整
備
に
つ
い
て
、

自
治
会
、
学
校
関
係
者
か
ら

の
要
望
は
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
に
は
直
接
要

望
は
あ
が
っ
て
こ
な
い
が
、

自
治
会
に
は
要
望
が
あ
が
っ

て
い
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
道
の
県
道
昇
格

健
全
な
運
営
対
策
は

市
長
／
税
率
改
正
も
含
め
慎
重
に
協

　
　
　

議
を
重
ね
る

国保事業

歩
道
整
備

中福良・上之町間の
整備を急げ
市長／整備は必要であり今後
　　　検討

医療費の節約に努めましょう

歩道整備が望まれる永里浮辺線
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総
務
常
任
委
員
会
は
、
地

域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
、

定
住
促
進
対
策
を
主
眼
に
、

岡
山
県
笠
岡
市
と
島
根
県
大

田
市
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

笠
岡
市
は
、
人
口
減
少
が

続
く
こ
と
へ
の
危
機
感
か

ら
、
平
成
21
年
度
に
定
住
促

進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
３

年
間
の
時
限
立
法
の
下
、
副

市
長
直
轄
の
定
住
促
進
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
専
任
職
員

を
配
置
し
、
各
部
署
と
連
携

協
力
し
て
い
る
。

　

倉
敷
市
や
隣
接
す
る
広
島

県
福
山
市
を
通
勤
圏
内
と
し

て
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促

進
を
図
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、結
婚
推
進
事
業
は
、

近
隣
市
と
の
広
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

大
田
市
は
、
平
成
19
年
度

に
定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
そ
の
実
施
期
間
を
５

年
間
と
し
て
い
る
。

　

定
住
促
進
の
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
空
き
家
の
活

用
対
策
や
移
住
定
住
者
の
各

種
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
お
お
だ
定
住
促

進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
市

民
協
働
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　

情
報
発
信
に
お
い
て
は
、

定
住
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

情
報
誌
を
作
成
し
、
効
果
的

に
活
用
し
て
い
る
。

｜ 
提
　
言 

｜

⑴
定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
を
早

急
に
策
定
し
、
現
状
の
分

析
と
具
体
的
な
目
標
に
基

所管事務調査
閉会中の

定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

い
た
事
業
の
展
開
を

総
務
常
任
委
員
会

南九州市の

道筋を求めて

づ
い
て
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
。

⑵
定
住
希
望
者
に
対
す
る
情

報
提
供
や
各
種
申
請
手
続

き
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
き

め
細
か
に
行
う
た
め
に
、

中
心
と
な
る
部
署
を
明
確

に
し
、
専
任
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
。

⑶
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
新

た
な
雇
用
の
創
出
が
難
し

い
現
状
に
お
い
て
は
、
広

域
に
目
を
向
け
、
本
市
の

住
環
境
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
。

⑷
情
報
誌
な
ど
の
作
成
を
含

め
情
報
を
し
っ
か
り
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

が
、
情
報
の
発
信
に
お
い

て
は
、
情
報
媒
体
や
情
報

発
信
対
象
な
ど
の
絞
り
込

み
を
行
う
こ
と
。

　

常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て
、
及
び
集
落
営
農
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
調
査
し
、
当
局
に
提
言
を
し
ま
し
た
。

大田市で研修する総務常任委員
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
対

策
に
つ
い
て
、
岡
山
県
瀬
戸

内
市
、
広
島
県
庄
原
市
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
市
で
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
で
安

心
し
て
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
相
互
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
集
会
所
や
公
民
館
な
ど

で
、
住
民
が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
活
動
を
実
施
し
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
虚
弱
高
齢

者
が
地
域
に
お
い
て
孤
立
し

な
い
よ
う
情
報
提
供
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

　

庄
原
市
で
は
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
計
画
と
し
て
、

①
お
い
し
く
食
べ
た
い
。
②

い
き
い
き
と
過
ご
し
た
い
。

③
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
し
た

い
。
と
い
う
三
つ
の
柱
に
具

体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
、

事
業
の
進
捗
状
況
や
実
践
結

果
に
つ
い
て
市
民
へ
の
ア
ン

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
集
落
営
農
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
た
つ

の
市
、
岡
山
県
真
庭
市
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

た
つ
の
市
は
、
平
成
17
年

度
に
集
落
の
農
地
に
つ
い

て
、
担
い
手
農
家
が
管
理
で

き
る
面
積
を
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
将
来
、
耕
作
放
棄
地
と

な
る
農
地
が
全
体
の
約
３
割

に
の
ぼ
る
こ
と
が
判
明
し
、

集
落
内
の
農
地
保
全
や
担
い

手
な
ど
に
つ
い
て
、
集
落
が

今
後
ど
の
よ
う
に
進
む
べ
き

か
、
全
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
男

女
別
の
世
代
別
座
談
会
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
農

家
か
ら
農
地
面
積
及
び
農
作

業
委
託
面
積
の
聞
き
取
り
を

行
い
、
10
年
後
の
集
落
農
業

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い

る
。
22
年
度
か
ら
は
新
規
の

集
落
営
農
の
組
織
化
を
推
進

す
る
た
め
、
未
来
営
農
推
進

講
座
を
年
５
回
開
催
し
て
い

る
。

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
加
味
し

な
が
ら
検
証
を
行
っ
て
い

る
。｜ 

提
　
言 

｜

⑴
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
啓

発
は
、
行
政
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
機

会
あ
る
ご
と
に

地
域
へ
出
向

き
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
活

動
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
な
ど
を
積

極
的
に
支
援
す

る
こ
と
。

⑵
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
年
齢
や

地
域
性
な
ど
を

十
分
考
慮
し
な

が
ら
、
具
体
的

　

真
庭
市
は
、
中
山
間
地
域

が
多
く
、
高
齢
化
に
よ
り
戸

別
経
営
だ
け
で
は
地
域
農
業

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
き

た
た
め
、
地
域
の
農
地
を
守

る
た
め
１
８
２
集
落
が
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業
、
25
集
落
が
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
農
業
生
産
の
維
持

を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
な

ど
に
対
し
て
は
、
補
助
事
業

で
導
入
し
、
耐
用
年
数
を
過

ぎ
て
い
る
農
業
機
械
を
買
い

換
え
る
場
合
、
購
入
経
費
の

６
分
の
１
以
内
、
上
限
額
80

万
円
の
補
助
制
度
を
23
年
度

か
ら
設
け
て
い
る
。

｜ 

提
　
言 

｜

⑴
組
織
化
で
、
生
産
コ
ス
ト

削
減
や
、
農
業
機
械
な
ど

の
合
理
化
が
可
能
な
地
域

は
な
い
か
検
討
す
る
こ

と
。

施
策
を
示
し
、
年
度
ご
と

に
実
践
結
果
に
つ
い
て
の

検
証
な
ど
を
行
い
効
果
的

な
事
業
推
進
に
努
め
る
こ

と
。

⑶
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財

政
状
況
の
悪
化
は
、
本
市

だ
け
で
は
な
く
数
多
く
の

自
治
体
が
抱
え
る
問
題
で

あ
る
の
で
、
適
正
な
事
業

運
営
が
行
え
る
よ
う
国
の

支
援
を
含
め
た
医
療
制
度

改
革
に
つ
い
て
積
極
的
に

働
き
か
け
る
こ
と
。

⑵
補
助
事
業
で
導
入
し
、
老

朽
化
し
た
農
業
機
械
の
買

い
換
え
は
、
市
単
独
補
助

を
含
め
新
た
な
方
策
を
講

ず
る
こ
と
。

⑶
組
織
間
の
連
携
強
化
と
支

援
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
。

⑷
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体

的
に
捉
え
、
生
産
意
欲
が

高
ま
る
振
興
策
に
取
り
組

む
こ
と
。

⑸
農
業
者
、
農
業
委
員
会
、

土
地
改
良
区
、
農
協
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る

協
議
会
な
ど
を
設
置
し
、

十
分
な
協
議
を
行
い
、
集

落
営
農
の
今
後
の
あ
り
方

や
方
向
性
を
示
す
こ
と
。

国
保
制
度
改
革
に
向
け
て
の 

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

集
落
を
基
盤
と
し
た
農
業
生

産
の
維
持
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

本 市 の 集 落 営 農 組 織
　　頴娃地域：３組織　　　　川辺地域：11組織
　　知覧地域：４組織　　　　（うち２組織は農事組合法人）

集 落 営 農 の 組 織 形 態
「共同利用型」…�構成農家が所有または共有する機械や施設

を共同利用する。
「作業受託型」…�オペレーター型とも呼ばれ､構成農家やオ

ペレーターなどが組織の所有する機械や施
設を利用して基幹作業を受託する。

「集落ぐるみ型」…�共同経営型とも呼ばれ、集落全体の営農に
個々がその能力にあった作業に従事し、効
率的な生産を行う。

種　　　類
平成21年度  平成22年度 

対象者 
（人）

受診者数 
（人） 受診率 対象者 

（人）
受診者数 
（人） 受診率

特 定 健 診 9,190 4,193 45.6% 9,037 4,547 50.32%

長 寿 健 診
（76歳以上） 7,864 860 10.94% 7,776 1,005 12.92%

健 康 診 査
（75歳） 745 181 24.30% 709 167 23.55%

歯 周 疾 患 検 診 1,919 517 26.94% 1,890 433 22.91%

骨粗しょう症検診 1,838 666 36.24% 1,702 628 36.90%

肝炎ウイルス検診 － 231 － － 147 －

結 核 検 診 7,432 5,961 80.21% 6,805 5,197 76.37%

本市の健診（検診）の受診状況
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知
覧
町
　
郡

川
床
　
剛
士

夢
！
　
特
攻
平
和
会
館
の

『
世
界
遺
産
』
登
録
を

　

南
九
州
市
の
誕
生
に
伴
い

市
議
会
が
運
営
さ
れ
は
じ
め

て
四
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
新
市
発
展
の
た
め
に
い

ろ
い
ろ
と
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
御
苦
労
に
対

し
改
め
て
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
特
攻
平
和
会

館
に
お
い
て
語
り
部
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

出
撃
を
前
に
し
た
特
攻
隊

員
た
ち
が
遺
し
た
遺
書
・
手

紙
は
、
隊
員
の
戦
死
を
前
に

究
極
の
心
を
映
し
た
無
言
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
見
る

人
を
し
て
感
動
を
与
え
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
。

　
『
当
時
の
真
情
を
後
世
に

正
し
く
伝
え
、
世
界
恒
久
の

平
和
に
寄
与
す
る
』
と
い
う

知
覧
町
の
先
輩
諸
氏
が
築
か

れ
た
平
和
会
館
の
理
念
達
成

に
向
け
、
こ
の
世
界
に
類
の

な
い
国
の
宝
、
文
化
遺
産
と

も
言
え
る
特
攻
の
真
実
を
、

特
攻
隊
員
の
心
を
、
国
内
の

み
な
ら
ず
更
に
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
今

私
た
ち
市
民
に
課
せ
ら
れ
た

大
き
な
使
命
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
に
生
き
る
世
界
の
全

て
の
人
々
が
こ
の
特
攻
の
遺

産
を
共
有
し
後
世
に
引
き
継

ぎ
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社

会
を
築
く
た
め
の
人
類
の
未

来
の
財
産
と
し
て
『
知
覧
特

攻
平
和
会
館
』
の
『
世
界
遺

産
』
へ
の
登
録
を
提
案
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
が
実
現
し
ま
す
と
、

よ
り
深
い
特
攻
慰
霊
の
道
が

開
け
る
と
と
も
に
、
飛
躍
的

に
知
覧
が
有
名
に
な
り
、
更

に
質
的
に
も
量
的
に
も
交

流
・
来
訪
・
観
光
が
増
大
し
、

南
九
州
市
の
地
位
の
向
上
発

展
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
「
特
攻
」
に
つ
い
て
、

国
内
外
に
広
く
認
知
さ
せ
る

こ
と
に
も
な
り
、
戦
争
の
な

い
世
界
恒
久
平
和
実
現
へ
の

貢
献
が
一
層
促
進
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

南
九
州
市
に
と
っ
て
空
前

絶
後
と
思
わ
れ
る
平
和
会
館

の
世
界
遺
産
化
事
業
は
、
い

ろ
い
ろ
困
難
な
道
程
が
予
測

さ
れ
ま
す
が
、
市
民
そ
し
て

市
議
会
の
皆
様
に
は
あ
ら
ゆ

る
困
難
を
克
服
す
る
大
き
な

牽
引
力
と
な
っ
て
ご
協
力
、

ご
活
躍
を
い
た
だ
け
た
ら
大

変
有
難
く
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
夢
が
、
平
和
会
館
の

夢
に
始
ま
り
、
知
覧
町
、
南

九
州
市
の
夢
を
経
て
、
更
に

尊
い
命
を
捧
げ
た
特
攻
隊
員

の
夢
と
し
て
発
展
す
る
こ
と

を
願
い
、
議
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
そ
の
実
現
に
向
け
て

参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

市　

民　

の　

声　
　
　
頴
娃
町
上
別
府

平
川
　
忠
久

文
化
を
発
信
で
き
る
地
域
に

　

茶
畑
が
広
が
る
緑
の
大

地
、
朝
夕
に
開
聞
岳
を
眺
望

で
き
る
長の
ど
か閑
な
暮
ら
し
は
居

心
地
が
良
い
。
こ
れ
ま
で
に

な
く
贅
沢
な
気
分
に
浸
れ

る
。
将
に
住
め
ば
都
と
は
こ

の
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
の
特
色
は
何
か
と
尋

ね
ら
れ
た
と
き
に
、
農
業
以

外
に
は
即
座
に
思
い
浮
か
ば

な
い
が
、
運
動
面
で
は
、
駅

伝
が
強
く
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高

い
地
域
で
あ
る
と
答
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
文
化
的
活

動
と
な
る
と
こ
れ
が
と
す
ぐ

に
思
い
つ
か
な
い
。

　

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え

る
と
延
々
と
郷
土
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
踊
り
、
隔
年
で
開

催
さ
れ
る
各
地
区
公
民
館
の

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
る
作
品

は
、
創
作
性
の
高
い
力
作
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
。
竹
林
か
ら

掘
り
出
し
た
ご
つ
い
根
っ
こ

に
磨
き
を
か
け
鉄
瓶
に
似
せ

た
工
芸
品
が
竹
の
自
在
鉤
に

掛
け
ら
れ
、
実
際
に
お
湯
を

沸
か
せ
て
み
た
く
な
る
作

品
。
小
さ
な
鉢
の
中
に
、
壮

大
な
自
然
の
景
色
を
創
り
出

す
盆
栽
の
数
々
。
油
絵
、
水

彩
画
、
切
り
絵
、
書
の
道
を

究
め
た
作
品
等
々
。
こ
れ
ら

の
制
作
活
動
は
普
段
の
中
で

目
立
つ
存
在
で
は
な
い
が
、

展
示
さ
れ
た
作
品
か
ら
地
域

の
方
々
の
芸
術
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
を
改

め
て
見
つ
め
れ
ば
他
に
な
い

素
晴
ら
し
い
も
の
を
発
見
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
一

同
に
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
場

が
あ
れ
ば
、
鑑
賞
す
る
喜
び

と
心
に
ゆ
と
り
や
潤
い
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
文
化
の

香
り
と
生
き
甲
斐
を
発
信
で

き
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。

　

つ
い
先
日
ま
で
赤
い
彼
岸

花
に
縁
ど
ら
れ
て
い
た
田
ん

ぼ
の
稲
も
す
っ
か
り
刈
り
取

ら
れ
、
実
り
の
秋
を
支
え
た

刈
株
が
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

さ
せ
て
い
る
。

　

幸
い
本
市
は
台
風
の
被
害

も
な
く
収
穫
の
秋
を
迎
え
て

い
る
が
、
一
方
で
は
手
放
し

で
喜
べ
な
い
現
状
も
あ
る
。

３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
未

だ
余
震
が
収
ま
ら
ず
、
原
発

被
害
、風
評
と
現
実
の
中
で
、

大
変
な
苦
労
を
現
地
の
方
は

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
畿
・
東
海
豪
雨

災
害
、
海
外
の
タ
イ
国
で
は

大
洪
水
で
街
が
水
没
す
る
な

ど
、こ
れ
ほ
ど
「
天
変
地
異
」

の
脅
威
を
感
じ
た
年
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
う
と
共
に
、
来
る
年

は
希
望
の
年
で
あ
り
た
い
。
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